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適応支援プログラムの主な講座

自己理解

セルフケア

※受講する講座は課題や必要性に応じて選択し、適応支援計画に盛り込みます。

◆ 就職活動や職業生活を円滑に行うため、自分についての理解を深めます。
◆ 応募先の企業に自分のことを知ってもらうための自己紹介状を作成します。

◆ 緊張、不安、疲労を和らげるためのリラクゼーション技法を学びます。
◆ セルフケアスキルを身につけ、ストレスや疲労に対する適応力を高めます。

各種講座の様子

● 就職までの支援の流れ

就職活動の準備

採用内定～訓練修了

就　職

全国どこでも
同行支援を
行います！

就職率

76.1％
（令和6年度）

就職活動の開始

　安定した職業生活を送ることを目的として「職業適応支援」を行います。
自己理解を深め、職場で円滑な人間関係を築くための対人スキルや様々な要因によって生じるストレスや

疲労に対応できるよう、適応支援プログラムや社会生活支援を通じて対処法の検討や実践に取り組みます。

訓練期間の概ね１か月が経過した時点から、今後の働き方や就職活動の
進め方について相談・指導を行い、就職の方向性を確認します。

採用内定後は、修了日まで実際の仕事を想定した訓練を行います。
また、状況に応じて早期に訓練を修了し、就職することも可能です。

訓練修了・就職後は安定して長く働きつづけられ
るように、必要に応じて地域の支援機関と連携し
ながら職場定着に向けたアプローチを行います。

訓練期間の概ね5か月（短期間の訓練は概ね半分）経過した時点から、訓練の進捗
状況を踏まえて、より具体的な就職に向けての希望や条件を確認し、本格的に就
職活動を開始します。　※２年コースは訓練期間の概ね１年が経過した時期

 ・ 就職活動準備講座を実施します
　①就職活動を始めるにあたって　②自己理解と職業理解について
　③応募書類の作成について　 　④面接対策について

 ・ 各地域の支援機関と連携して就職活動に取り組みます。
 ・ ハローワークへ求人情報の提供や求人開拓などの協力を依頼します。
 ・ 個別に相談を進めながら事業所見学や職場実習などを行い、求人応募や採用面接、採用
試験受験へと繋げていきます。

※入所後、導入期の訓練と並行して、面接及び各種シートへの記入や訓練場面における取組を踏まえ職場適応上の課題を整理し、訓練期間を通じ
て行う適応支援の内容について個別に適応支援計画を作成します。

問題解決 ◆ 自分が抱える問題について解決を図る方法を学びます。
◆ 場面を設定し、対処方法を検討します。

コミュニケーション ◆ 職場で必要となる対人技能について、より良い表現方法や振る舞い方を学びます。
◆ 自分も相手も大切にするコミュニケーションについて学びます。

● 事業所見学　● 企業説明会　● 職場実習・企業連携職業訓練
● 採用面接・就職面接会　　 ● 求人応募・採用試験　など

令和6年度　訓練修了者の職種別就職状況（就職者数51名）

22 19 6 3 1

事務職 清掃・軽作業 製造・技能職 物流・倉庫作業 介護・介護補助

※訓練修了後3か月以内に就職が内定した者を計上。
※訓練修了し、3か月経過後も就職支援を行っています。（3か月経過後の就職率は83.6％です。R7.10月末時点）
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